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浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
全
面
停
止
要
請
に
関
す
る
質
問
主
意
書

菅
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
全
面
運
転
停
止
要
請
を
受
け
、
中
部
電
力
が
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
全
て

の
号
機
の
運
転
停
止
を
行
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
全
面
停
止
要
請
に
あ
た
り
、
地
元
自
治
体
や
中
部
電
力
に
対
す
る
事
前
の
説
明
や
通
知
が
無
か
っ

た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
の
対
応
は
地
域
住
民
へ
の
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

二

停
止
要
請
は
政
府
の
ど
の
よ
う
な
権
限
と
法
的
根
拠
で
行
わ
れ
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

政
府
は
何
故
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
み
停
止
要
請
を
行
っ
た
の
か
。
他
原
子
力
発
電
所
に
関
し
て
は
安
全
が
担
保
さ
れ

て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
の
か
。
今
後
、
他
原
子
力
発
電
所
へ
の
停
止
要
請
を
行
う
考
え
も
あ
る
の
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

四

政
府
は
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
対
し
、
東
海
地
震
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、
防
潮
堤
の
設
置
な
ど
、
中
長
期
の
対
策
を

確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
識
を
示
し
た
。
防
潮
堤
や
安
全
対
策
が
着
実
に
取
ら
れ
た
な
ら
ば
、
再
稼
動
す
る
こ
と

も
有
り
得
る
と
お
考
え
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

一



五

四
に
関
連
し
て
、
そ
も
そ
も
防
潮
堤
の
設
置
で
、
東
海
地
震
等
巨
大
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
津
波
を
防
ぐ
こ
と
は
可
能
だ

と
お
考
え
か
、
政
府
の
認
識
を
問
う
。

六

夏
の
電
力
消
費
ピ
ー
ク
時
に
お
い
て
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
全
面
停
止
の
影
響
に
よ
り
中
部
電
力
管
内
で
は
、
ど
の
程

度
の
電
力
不
足
が
生
じ
、
節
電
が
必
要
だ
と
想
定
し
て
い
る
か
、
ま
た
電
力
確
保
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

中
部
電
力
は
火
力
発
電
へ
の
切
り
替
え
に
必
要
な
燃
料
費
等
が
今
年
度
で
お
よ
そ
二
千
五
百
億
円
負
担
増
に
な
る
と
さ
れ

る
。
こ
の
負
担
分
が
電
気
料
金
に
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
費
用
負
担
に
対
し
、
国
が
責
任
を
持
っ

て
請
け
負
う
考
え
は
あ
る
の
か
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


